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(57)【要約】　      （修正有）
【課題】ゴミ等が除塵機の構成部品に絡まったり詰まっ 
たりして残らない除塵システムを提供する。
【解決手段】水路Ｒに設置される固定レーキ１と、固定 
レーキ１に流着したゴミや雑草等を水路Ｒの水車４で駆 
動循環する可動レーキ３で持ち上げスラットコンベヤ６ 
上に落下させ排出する除塵機２とを備える除塵システム 
Ｓであって、スラットコンベヤ６は、進行方向に向かっ 
て登り坂となる角度で設置され、除塵機２は、スラット 
コンベヤ６を挟んで対面する第一のシューター１４と第 
二のシューター１５を備え、第一のシューター１４と第 
二のシューター１５は平面視でスラットコンベヤ６の進 
行方向に向かって広がる逆ハの字状に設置され、第一の 
シューター１４は、可動レーキ３の爪部３１に残ったゴ 
ミ等が接触して削ぎ落とされる切欠部１４１を備え、可 
動レーキ３をスラットコンベヤ６へ取付けるための取付 
板部との間に斜めに架設される複数の防護部材３２１を 
備える。
【選択図】図１

審査請求　有　請求項の数　1　　ＯＬ　（全10頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 水 路 に 設 置 さ れ る 固 定 レ ー キ と 、 前 記 固 定 レ ー キ に 流 着 し た ゴ ミ や 雑 草 等 を 前 記 水 路 の  
水 流 に よ り 回 転 す る 水 車 の 回 転 力 で 駆 動 循 環 す る 可 動 レ ー キ で 持 ち 上 げ ス ラ ッ ト コ ン ベ ヤ  
上 に 落 下 さ せ 前 記 ス ラ ッ ト コ ン ベ ヤ に よ り 運 搬 し て 排 出 す る 除 塵 機 と を 備 え る 除 塵 シ ス テ  
ム で あ っ て 、
　 前 記 除 塵 機 の 前 記 ス ラ ッ ト コ ン ベ ヤ の ス ラ ッ ト は 、 進 行 方 向 の 一 端 側 が 起 立 し て 櫛 歯 状  
に 形 成 さ れ 、 か つ 、 異 な る 形 状 の 前 記 櫛 歯 状 に 形 成 さ れ た 前 記 ス ラ ッ ト が 交 互 に 配 置 さ れ  
、
　 前 記 ス ラ ッ ト コ ン ベ ヤ は 、 前 記 進 行 方 向 に 向 か っ て 登 り 坂 と な る 角 度 で 設 置 さ れ 、
　 前 記 除 塵 機 は 、 前 記 ス ラ ッ ト コ ン ベ ヤ 上 で あ っ て 前 記 ス ラ ッ ト コ ン ベ ヤ を 挟 む よ う に 対  
面 す る 位 置 に 第 一 の シ ュ ー タ ー お よ び 第 二 の シ ュ ー タ ー を 備 え 、
　 前 記 第 一 の シ ュ ー タ ー お よ び 前 記 第 二 の シ ュ ー タ ー の 終 端 部 は 前 記 ス ラ ッ ト 上 に 重 な る  
位 置 に あ り 、 か つ 、 前 記 第 一 の シ ュ ー タ ー お よ び 前 記 第 二 の シ ュ ー タ ー は 平 面 視 で 前 記 ス  
ラ ッ ト コ ン ベ ヤ の 進 行 方 向 に 向 か っ て 広 が る 逆 ハ の 字 状 に 設 置 さ れ 、
　 前 記 第 一 の シ ュ ー タ ー は 、 前 記 可 動 レ ー キ の 爪 部 が 通 過 す る 際 に 前 記 爪 部 に 残 っ た 前 記  
ゴ ミ や 雑 草 等 が 接 触 し て 削 ぎ 落 と さ れ る 切 欠 部 を 備 え 、
　 前 記 爪 部 は 一 面 側 に 剥 離 部 材 を 備 え 、
　 前 記 爪 部 の 基 底 部 と 該 基 底 部 と 略 ９ ０ 度 の 角 度 を な す 前 記 可 動 レ ー キ を 前 記 ス ラ ッ ト コ  
ン ベ ヤ へ 取 り 付 け る た め の 取 付 板 部 と の 間 に 斜 め に 架 設 さ れ る 複 数 の 防 護 部 材 を 備 え る
　 除 塵 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 水 路 に 配 置 し た 水 車 の 水 力 で 可 動 レ ー キ を 駆 動 循 環 さ せ て 、 水 路 に 設 置 さ れ  
た 固 定 レ ー キ に 流 着 し た ゴ ミ や 雑 草 等 を そ の 可 動 レ ー キ で 掻 き 上 げ て 除 去 す る 除 塵 シ ス テ  
ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 水 路 を 流 下 す る ゴ ミ や 雑 草 等 を 除 去 す る 装 置 と し て 、 流 下 す る ゴ ミ や 雑 草 等  
を 水 路 に 設 置 し た 格 子 状 の ス ク リ ー ン 等 で 受 け 止 め 、 受 け 止 め た ゴ ミ や 雑 草 等 を ス ク リ ー  
ン や 固 定 レ ー キ 等 に 沿 っ て 可 動 レ ー キ （ 一 方 向 に 循 環 す る ） に よ り 機 械 的 に 掻 き 上 げ て 、  
ゴ ミ や 雑 草 等 を 水 路 上 方 の 所 定 位 置 に 排 出 す る 除 塵 機 が 知 ら れ て い る 。 例 え ば 、 水 路 に 設  
置 さ れ た ス ク リ ー ン 等 の 左 右 両 側 部 に 各 々 無 端 チ ェ ー ン を 斜 め 上 下 方 向 に 亘 っ て 配 置 し 、  
こ れ ら 左 右 の 無 端 チ ェ ー ン に 可 動 レ ー キ の 両 端 を 連 結 し 、 無 端 チ ェ ー ン の 循 環 動 に よ り 可  
動 レ ー キ を ス ク リ ー ン 等 上 に 沿 っ て 循 環 移 動 さ せ 、 上 方 に 移 動 す る 可 動 レ ー キ の 掻 き 上 げ  
に よ っ て ス ク リ ー ン 等 に 流 着 す る ゴ ミ や 雑 草 等 を 除 去 す る 構 造 の も の が あ っ た 。 こ れ に は  
無 端 チ ェ ー ン を 循 環 動 さ せ る 駆 動 ス プ ロ ケ ッ ト お よ び 該 駆 動 ス プ ロ ケ ッ ト を 駆 動 さ せ る 駆  
動 機 構 が 設 け ら れ て い た 。
　 ま た 、 駆 動 ス プ ロ ケ ッ ト を 駆 動 さ せ る 駆 動 機 構 に 電 動 モ ー タ を 使 用 す る 場 合 に は 、 電 源  
を 必 要 と し 、 近 く に 電 源 が な い よ う な 場 合 に は 電 線 を 引 い た り 、 発 電 機 を 備 え た り し な け  
れ ば な ら な く 、 電 気 代 も 必 要 で 、 ラ ン ニ ン グ コ ス ト が か か る た め 、 水 車 を 水 路 に 配 置 し 水  
路 を 流 れ る 水 流 を 利 用 し て 水 車 を 回 転 さ せ 、 水 車 の 水 力 で 可 動 レ ー キ を 駆 動 循 環 さ せ る 水  
力 駆 動 式 の 除 塵 機 も 知 ら れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 関 連 技 術 と し て 、 水 車 の 下 部 に 遮 蔽 板 を 設 け て 、 水 車 の 羽 根 に 当 た る 水 流 が 水 車 の 下 方  
側 に 潜 り 込 ん で 水 力 が 水 車 に 作 用 し な く な る こ と を 防 ぎ 、 水 車 を 確 実 に 回 転 さ せ そ の 効 率  
を 高 め る こ と が で き る 水 力 駆 動 式 の 除 塵 機 を 提 供 す る 技 術 が あ る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 関 連 技 術 と し て 、 水 力 駆 動 式 の 除 塵 機 に お い て 搬 送 用 の コ ン ベ ヤ を 備 え 、 除 塵 機  
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の 可 動 レ ー キ か ら ゴ ミ や 雑 草 等 を コ ン ベ ヤ 上 に 落 下 さ せ る こ と で 、 ゴ ミ や 雑 草 等 を 効 率 よ  
く 所 定 の 排 出 場 所 に 搬 送 す る 技 術 が あ る （ 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ ― １ ３ １ ４ ５ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 許 第 ５ ４ ６ ８ ６ ４ ９ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 上 記 の 特 許 文 献 １ お よ び 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ た 技 術 で は 、 可 動 レ ー キ で 掻 き  
上 げ ら れ 、 所 定 の 位 置 で 可 動 レ ー キ か ら 落 下 し て 排 出 さ れ た ゴ ミ や 雑 草 等 を 搬 送 す る た め  
の 機 構 に つ い て 、 そ も そ も 当 該 機 構 が 無 い か 、 又 は 搬 送 に 用 い ら れ る の は ベ ル ト コ ン ベ ヤ  
で あ り 、 ゴ ミ や 雑 草 の 葉 な ど は 、 ベ ル ト 上 で ツ ル ツ ル 滑 っ て し ま い 動 か な く な り 、 ス ム ー  
ズ に 搬 送 さ れ な い と い う 問 題 点 が あ っ た 。 ま た 、 コ ン ベ ヤ の 端 部 か ら ゴ ミ や 雑 草 の 葉 な ど  
を 落 下 さ せ て 排 出 す る 際 に 、 地 面 な ど の 落 下 地 点 と の 距 離 が 短 い と ゴ ミ や 雑 草 の 葉 な ど を  
十 分 な 量 、 排 出 す る こ と が 困 難 と な る （ す ぐ に 溜 ま っ て し ま う 。 ） と い う 問 題 点 が あ っ た  
。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 ゴ ミ や 雑 草 等 が コ ン ベ ヤ の 端 部 （ 進 行 方 向 に 対 し て 左 右 ） に 落 下 す る と 、 ベ ル ト  
・ ス ラ ッ ト 等 と 該 ベ ル ト ・ ス ラ ッ ト 等 が 取 り 付 け ら れ て い る 構 成 部 材 の 間 隙 に 絡 ま っ た り  
詰 ま っ た り し て 残 っ て し ま い 、 コ ン ベ ヤ が ス タ ッ ク し て 動 か な く な る と い う 問 題 点 が あ っ  
た 。 ま た 、 飛 び 散 ら か ら な い よ う に 確 実 に ベ ル ト ・ ス ラ ッ ト 等 上 、 特 に ベ ル ト ・ ス ラ ッ ト  
等 の 中 央 （ 進 行 方 向 に 対 し て 左 右 の 中 央 と い う 意 味 ） 付 近 に ゴ ミ や 雑 草 等 が 落 下 す る よ う  
に す る 必 要 が あ っ た 。 一 方 で 、 ベ ル ト ・ ス ラ ッ ト 等 の 中 央 付 近 の ラ イ ン 上 に の み 集 中 し て  
堆 積 す る と コ ン ベ ヤ の 端 部 か ら 落 下 さ せ て 排 出 す る 際 に 、 地 面 な ど の 落 下 地 点 と の 距 離 が  
す ぐ に 短 く な っ て し ま い ゴ ミ や 雑 草 の 葉 な ど を 十 分 な 量 、 排 出 す る こ と が 困 難 と な る （ １  
つ の ラ イ ン 上 に す ぐ に 溜 ま っ て し ま う ） と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 可 動 レ ー キ に よ り 掻 き 上 げ ら れ た ゴ ミ や 雑 草 等 を 除 塵 機 の 頂 部 か ら 可 動 レ ー キ の  
回 転 移 動 と 重 力 の 作 用 に よ っ て 可 動 レ ー キ の 爪 か ら 落 下 さ せ る の み で は 、 可 動 レ ー キ の 爪  
に 絡 ま っ た り 爪 の 間 に 詰 ま っ た り し た ゴ ミ や 雑 草 の 葉 な ど は 落 下 せ ず に 残 っ て し ま う た め  
、 可 動 レ ー キ の 爪 の 数 や 形 状 に 対 応 し た ク リ ー ニ ン グ 機 構 が 必 要 と な り 、 削 ぎ 落 さ れ た ゴ  
ミ や 雑 草 の 葉 な ど が ス ム ー ズ に 、 か つ 、 対 面 側 に 飛 び 散 ら か ら な い よ う に コ ン ベ ヤ 上 に 供  
給 さ れ る こ と も 求 め ら れ て い た 。 ま た 、 ク リ ー ニ ン グ 機 構 を 可 動 レ ー キ の 爪 が 通 過 す る 際  
に 、 可 動 レ ー キ の 爪 に 残 っ た ゴ ミ や 雑 草 の 葉 な ど が 、 可 動 レ ー キ の 爪 と ク リ ー ニ ン グ 機 構  
の 間 隙 に 詰 ま り 可 動 レ ー キ が 引 っ 掛 っ て し ま い ス タ ッ ク し て 動 か な く な っ て し ま う と い う  
問 題 点 が あ っ た 。 ま た 、 可 動 レ ー キ の 爪 と 略 ９ ０ 度 の 角 度 を な す よ う に 形 成 さ れ る コ ン ベ  
ヤ へ の 取 付 板 に 関 し て も 、 爪 の 基 底 部 と そ の 取 付 板 の 間 に ゴ ミ や 雑 草 の 葉 な ど が 詰 ま る と  
、 ク リ ー ニ ン グ 機 構 を 可 動 レ ー キ の 爪 が 通 過 す る 際 に 、 可 動 レ ー キ が 引 っ 掛 っ て し ま い ス  
タ ッ ク し て 動 か な く な っ て し ま う 要 因 を さ ら に 増 や し て し ま う と い う 問 題 点 が あ っ た 。
　 な お 、 本 発 明 は 、 試 行 錯 誤 に よ り サ ン プ ル 製 品 が 開 発 さ れ た 、 製 品 レ ベ ル の も の で あ り  
、 単 な る ア イ デ ア 段 階 に と ど ま る も の で は な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 多 く の ゴ ミ や 雑 草 等 を コ ン ベ ヤ で ス ム ー ズ に 搬 送 し て 排 出 可 能 で 、 ゴ  
ミ や 雑 草 等 が 除 塵 機 の 構 成 部 品 に 絡 ま っ た り 詰 ま っ た り し て 残 ら な い 除 塵 シ ス テ ム を 提 供  
す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 除 塵 シ ス テ ム は 、
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　 水 路 に 設 置 さ れ る 固 定 レ ー キ と 、 前 記 固 定 レ ー キ に 流 着 し た ゴ ミ や 雑 草 等 を 前 記 水 路 の  
水 流 に よ り 回 転 す る 水 車 の 回 転 力 で 駆 動 循 環 す る 可 動 レ ー キ で 持 ち 上 げ ス ラ ッ ト コ ン ベ ヤ  
上 に 落 下 さ せ 前 記 ス ラ ッ ト コ ン ベ ヤ に よ り 運 搬 し て 排 出 す る 除 塵 機 と を 備 え る 除 塵 シ ス テ  
ム で あ っ て 、
　 前 記 除 塵 機 の 前 記 ス ラ ッ ト コ ン ベ ヤ の ス ラ ッ ト は 、 進 行 方 向 の 一 端 側 が 起 立 し て 櫛 歯 状  
に 形 成 さ れ 、 か つ 、 異 な る 形 状 の 前 記 櫛 歯 状 に 形 成 さ れ た 前 記 ス ラ ッ ト が 交 互 に 配 置 さ れ  
、
　 前 記 ス ラ ッ ト コ ン ベ ヤ は 、 前 記 進 行 方 向 に 向 か っ て 登 り 坂 と な る 角 度 で 設 置 さ れ 、
　 前 記 除 塵 機 は 、 前 記 ス ラ ッ ト コ ン ベ ヤ 上 で あ っ て 前 記 ス ラ ッ ト コ ン ベ ヤ を 挟 む よ う に 対  
面 す る 位 置 に 第 一 の シ ュ ー タ ー お よ び 第 二 の シ ュ ー タ ー を 備 え 、
　 前 記 第 一 の シ ュ ー タ ー お よ び 前 記 第 二 の シ ュ ー タ ー の 終 端 部 は 前 記 ス ラ ッ ト 上 に 重 な る  
位 置 に あ り 、 か つ 、 前 記 第 一 の シ ュ ー タ ー お よ び 前 記 第 二 の シ ュ ー タ ー は 平 面 視 で 前 記 ス  
ラ ッ ト コ ン ベ ヤ の 進 行 方 向 に 向 か っ て 広 が る 逆 ハ の 字 状 に 設 置 さ れ 、
　 前 記 第 一 の シ ュ ー タ ー は 、 前 記 可 動 レ ー キ の 爪 部 が 通 過 す る 際 に 前 記 爪 部 に 残 っ た 前 記  
ゴ ミ や 雑 草 等 が 接 触 し て 削 ぎ 落 と さ れ る 切 欠 部 を 備 え 、
　 前 記 爪 部 は 一 面 側 に 剥 離 部 材 を 備 え 、
　 前 記 爪 部 の 基 底 部 と 該 基 底 部 と 略 ９ ０ 度 の 角 度 を な す 前 記 可 動 レ ー キ を 前 記 ス ラ ッ ト コ  
ン ベ ヤ へ 取 り 付 け る た め の 取 付 板 部 と の 間 に 斜 め に 架 設 さ れ る 複 数 の 防 護 部 材 を 備 え る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 多 く の ゴ ミ や 雑 草 等 を コ ン ベ ヤ で ス ム ー ズ に 搬 送 し て 排 出 可 能 で 、 ゴ  
ミ や 雑 草 等 が 除 塵 機 の 構 成 部 品 に 絡 ま っ た り 詰 ま っ た り し て 残 ら な い 除 塵 シ ス テ ム を 提 供  
す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 除 塵 シ ス テ ム の 外 観 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 除 塵 シ ス テ ム の 外 観 構 成 を 示 す 正 面 図 、 背 面 図 で あ る  
。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 除 塵 シ ス テ ム の 外 観 構 成 を 示 す 平 面 図 、 底 面 図 で あ る  
。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 除 塵 シ ス テ ム の 外 観 構 成 を 示 す 右 側 面 図 、 左 側 面 図 で  
あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 除 塵 シ ス テ ム に お け る コ ン ベ ヤ の 構 成 を 示 す 図 で あ る  
。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 除 塵 シ ス テ ム に お け る 可 動 レ ー キ の 構 成 を 示 す 図 で あ  
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。
　 図 １ 乃 至 図 ４ に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 除 塵 シ ス テ ム の 全 体 構 成 を ま と め て 示 す 。
　 な お 、 除 塵 機 ２ の 基 本 的 な 構 成 の う ち 、 公 知 の 除 塵 機 と 同 様 の 部 分 は 、 公 知 の 技 術 を 適  
用 し て 実 現 可 能 で あ り 、 詳 細 な 説 明 は 適 宜 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 除 塵 シ ス テ ム Ｓ は 、 固 定 レ ー キ １ と 、 当 該 固 定 レ ー キ １ に 流 着 し た ゴ ミ や 雑 草 等 （ 塵 芥  
） を 水 力 で 駆 動 循 環 さ せ ら れ る 可 動 レ ー キ ３ で 持 ち 上 げ （ 掻 き 上 げ ） て ス ラ ッ ト コ ン ベ ヤ  
６ 上 に 落 下 さ せ 当 該 ス ラ ッ ト コ ン ベ ヤ ６ に よ り 運 搬 し て 水 路 脇 の 地 面 等 に 排 出 す る 除 塵 機  
２ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 用 水 路 や 排 水 路 な ど の 水 路 Ｒ の 上 流 側 に は 流 着 す る ゴ ミ や 雑 草 等 を 受 け 止 め る 別 体 の 固  
定 レ ー キ １ が 設 置 さ れ る 。 固 定 レ ー キ １ に は 、 底 面 に 損 失 水 頭 の 小 さ い 形 状 で あ る 複 数 の  
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突 起 部 （ こ こ で は ５ 本 ） が 可 動 レ ー キ ３ の 爪 部 ３ １ が 通 過 可 能 な よ う に 所 定 の 間 隔 で 櫛 歯  
状 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 流 か ら の 水 で 固 定 レ ー キ １ の 下 流 側 の 水 路 Ｒ の 水 面 上 に 保 持 さ れ て い る 除 塵 機 ２ の 水  
車 ４ を 回 転 し 、 除 塵 機 ２ の カ ミ ア イ ク ラ ッ チ ７ を ニ ュ ー ト ラ ル （ 動 力 伝 達 シ ャ フ ト １ ０ と  
水 車 ４ と の 連 動 連 結 関 係 を 解 除 ） か ら 接 続 （ 動 力 伝 達 シ ャ フ ト １ ０ と 水 車 ４ と の 連 動 連 結  
関 係 を 連 結 ） し 、 ベ ベ ル ギ ヤ ボ ッ ク ス １ ２ で 回 転 方 向 が 逆 に な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 水 車 ４ は 、 そ の 水 力 に よ り 除 塵 機 ２ の ベ ー ス フ レ ー ム ５ に 軸 承 さ れ る 動 力 伝 達 シ ャ フ ト  
１ ０ を 回 転 駆 動 さ せ 、 駆 動 ス プ ロ ケ ッ ト ８ や コ ン ベ ヤ 駆 動 ス プ ロ ケ ッ ト １ １ を 回 転 さ せ 、  
可 動 レ ー キ ３ や ス ラ ッ ト コ ン ベ ヤ （ チ ェ ー ン コ ン ベ ヤ ） ６ を 循 環 移 動 さ せ る 駆 動 力 を 付 与  
す る 。 な お 、 水 車 ４ に は 、 安 全 等 の た め に 水 車 カ バ ー が 設 け ら れ る こ と で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 除 塵 機 ２ の 駆 動 チ ェ ー ン ス プ ロ ケ ッ ト ８ や 従 動 チ ェ ー ン ス プ ロ ケ ッ ト ９ に は 循 環 動 す る  
無 端 チ ェ ー ン １ ３ が そ れ ぞ れ 回 装 さ れ て い る 。 無 端 チ ェ ー ン １ ３ 間 に は 可 動 レ ー キ ３ が 横  
架 さ れ て い て 、 無 端 チ ェ ー ン １ ３ の 循 環 動 に 連 動 し て 可 動 レ ー キ ３ を 循 環 移 動 さ せ る よ う  
に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 除 塵 機 ２ の 水 車 ４ が 回 転 す る と 、 動 力 伝 達 シ ャ フ ト １ ０ 等 の 動 力 伝 達 機 構 が 働 い て 、 駆  
動 ス プ ロ ケ ッ ト ８ が 回 転 す る 。 駆 動 ス プ ロ ケ ッ ト ８ の 回 転 に 伴 い 、 こ の 駆 動 ス プ ロ ケ ッ ト  
８ と 噛 み 合 う 無 端 チ ェ ー ン １ ３ は 循 環 動 し て 、 従 動 ス プ ロ ケ ッ ト ９ を 回 転 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 左 右 の 駆 動 ス プ ロ ケ ッ ト ８ の 一 体 と な っ て の 回 転 に 伴 い 、 各 駆 動 ス プ ロ ケ ッ ト ８ と 噛 み  
合 う 左 右 の 無 端 チ ェ ー ン １ ３ は 各 々 同 一 速 度 で 一 定 方 向 に 同 速 度 で 循 環 動 す る 。 即 ち 、 下  
流 側 の 無 端 チ ェ ー ン １ ３ は 下 動 し 、 上 流 側 の 無 端 チ ェ ー ン １ ３ は 上 動 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 循 環 動 す る 両 側 の 無 端 チ ェ ー ン １ ３ 間 に は 少 な く と も １ 個 以 上 （ こ こ で は ２ 個 ） の  
可 動 レ ー キ ３ が 横 架 さ れ て い て 、 無 端 チ ェ ー ン １ ３ の 循 環 動 に 連 動 し て 可 動 レ ー キ ３ は 無  
端 チ ェ ー ン １ ３ の 循 環 動 方 向 と 同 方 向 に 循 環 移 動 す る 。 つ ま り 、 無 端 チ ェ ー ン １ ３ の 循 環  
動 に 連 動 し て 可 動 レ ー キ ３ を 動 か し 、 固 定 レ ー キ １ に 付 着 さ せ た 水 路 に 流 れ て い る ゴ ミ や  
雑 草 等 を 固 定 レ ー キ １ の 上 方 に 向 か っ て 移 動 す る 可 動 レ ー キ ３ の 爪 部 ３ １ （ こ こ で は ４ 本  
） に よ り 持 ち 上 げ 、 除 塵 機 ２ の 頂 上 付 近 か ら 下 方 に 向 か っ て 移 動 す る 位 置 付 近 で 重 力 に よ  
り 可 動 レ ー キ ３ の 爪 部 ３ １ か ら ゴ ミ や 雑 草 等 が ス ラ ッ ト コ ン ベ ヤ ６ 上 に 落 下 し て ス ラ ッ ト  
コ ン ベ ヤ ６ に よ り 運 搬 し て そ の 端 部 か ら 水 路 脇 の 地 面 （ 土 手 ） 等 に ゴ ミ や 雑 草 等 を 排 出 す  
る 。 可 動 レ ー キ ３ は 、 そ の ま ま 下 降 し て 、 固 定 レ ー キ １ に 対 面 す る 位 置 を 経 て 再 び ゴ ミ や  
雑 草 等 を 持 ち 上 げ 、 以 下 同 様 な 作 業 を 繰 り 返 す 。
　 な お 、 可 動 レ ー キ ３ を 無 端 チ ェ ー ン １ ３ の 対 極 の 位 置 に ２ 個 配 置 す る こ と で 、 よ り 効 率  
的 な ゴ ミ や 雑 草 等 の 除 去 が 図 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 可 動 レ ー キ ３ の 爪 部 ３ １ か ら 落 下 し た ゴ ミ や 雑 草 等 は 、 ス ラ ッ ト コ ン ベ ヤ ６ に よ り 搬 送  
さ れ る 。 こ れ は ベ ル ト コ ン ベ ヤ で は ゴ ミ や 雑 草 等 が 滑 っ て 移 動 し な く な っ て し ま う か ら で  
あ る 。
　 ス ラ ッ ト コ ン ベ ヤ ６ は 、 両 側 の コ ン ベ ヤ チ ェ ー ン の ア タ ッ チ メ ン ト に ス ラ ッ ト （ 細 長 い  
平 ら な 鋼 板 ） を 取 り 付 け そ の ス ラ ッ ト に 被 搬 送 体 を 載 置 し て 運 搬 す る も の で あ る 。
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 各 ス ラ ッ ト の 進 行 方 向 の 一 端 側 を １ ｃ ｍ 程 度 起 立 さ せ て 櫛 歯 状 に 形  
成 し て い る 。 さ ら に 、 各 ス ラ ッ ト の 櫛 歯 状 は 、 先 端 が 尖 っ た 略 三 角 形 状 の ギ ザ ギ ザ の ス ラ  
ッ ト と 、 先 端 が 平 行 と な る 凸 凹 の ス ラ ッ ト の ２ 種 類 の 異 な っ た 形 状 が 交 互 に 配 置 さ れ て い  
る 。 こ れ に よ り 、 ゴ ミ や 雑 草 等 が 滑 っ て し ま う こ と が 防 止 さ れ て い る 。 な お 、 各 ス ラ ッ ト  
の 櫛 歯 状 の 形 状 は 、 図 ５ に 示 す も の に 限 定 さ れ な く 、 同 様 の 効 果 を 奏 す る 限 り 異 な っ た 形  
状 が 順 に 配 置 さ れ て い れ ば よ い 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 ス ラ ッ ト コ ン ベ ヤ ６ は 、 進 行 方 向 に 向 か っ て 登 り 坂 と な る よ う に 角 度 を つ け て 設  
置 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 水 平 に 設 置 し た 場 合 と 比 較 し て 、 ス ラ ッ ト コ ン ベ ヤ ６ に よ り  
運 搬 し て そ の 端 部 か ら 水 路 脇 の 地 面 （ 土 手 ） 等 に ゴ ミ や 雑 草 等 を 排 出 す る 際 に 、 落 下 地 点  
か ら 地 面 等 ま で の 距 離 を 確 保 し て 、 よ り 多 く の ゴ ミ や 雑 草 等 を 溜 め る こ と が で き る よ う に  
な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ 乃 至 図 ４ に 示 す よ う に 、 除 塵 機 ２ に は 、 第 一 の シ ュ ー タ ー （ 高 低 差 を 利 用 し 滑 り 台  
の 様 に ワ ー ク を 流 す 機 材 で あ り ゴ ミ や 雑 草 等 の 案 内 板 と し て の 役 割 を 果 た す 。 ） １ ４ が ス  
ラ ッ ト コ ン ベ ヤ ６ 横 に 斜 面 を 形 成 す る よ う に 設 ら れ て い る 。 こ の 斜 面 の 終 端 部 は ス ラ ッ ト  
コ ン ベ ヤ ６ の ス ラ ッ ト 上 に 重 な る 位 置 で あ る た め 、 ス ラ ッ ト コ ン ベ ヤ ６ の ス ラ ッ ト 上 に 確  
実 に ゴ ミ や 雑 草 等 が 落 下 す る 。
　 ま た 、 除 塵 機 ２ に は 、 第 一 の シ ュ ー タ ー １ ４ の 対 面 に 、 ゴ ミ や 雑 草 等 が 対 面 に 飛 び 散 っ  
て も 大 丈 夫 な よ う に 第 二 の シ ュ ー タ ー １ ５ が ス ラ ッ ト コ ン ベ ヤ ６ 横 に 斜 面 を 形 成 す る よ う  
に 設 ら れ て い る 。 こ の 斜 面 の 終 端 部 も ス ラ ッ ト コ ン ベ ヤ ６ の ス ラ ッ ト 上 に 重 な る 位 置 で あ  
る た め 、 ス ラ ッ ト コ ン ベ ヤ ６ の ス ラ ッ ト 上 に 確 実 に ゴ ミ や 雑 草 等 が 落 下 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 第 一 の シ ュ ー タ ー １ ４ と 第 二 の シ ュ ー タ ー １ ５ は 、 平 面 視 で 、 ス ラ ッ ト コ ン ベ ヤ  
６ の 進 行 方 向 に 向 か っ て 広 が る 「 逆 ハ の 字 」 状 を 形 成 す る よ う に 、 そ れ ぞ れ 設 置 さ れ て い  
る 。 こ れ は 、 ゴ ミ や 雑 草 等 が ス ラ ッ ト コ ン ベ ヤ ６ の 端 部 （ 進 行 方 向 に 対 し て 左 右 の 端 部 ）  
に 落 下 す る と ス ラ ッ ト と ス ラ ッ ト が 取 り 付 け ら れ て い る 構 成 部 材 の 間 隙 に 絡 ま っ た り 詰 ま  
っ た り し て 残 っ て し ま い 、 コ ン ベ ヤ が 動 か な る こ と が あ る た め 、 飛 び 散 ら か ら な い よ う に  
確 実 に ス ラ ッ ト 上 、 特 に ス ラ ッ ト 中 央 （ 進 行 方 向 に 対 し て 左 右 の 中 央 と い う 意 味 ） 付 近 に  
ゴ ミ や 雑 草 等 が 落 下 す る よ う に す る 必 要 が あ る 一 方 で 、 ス ラ ッ ト 中 央 付 近 の ラ イ ン 上 に の  
み ゴ ミ や 雑 草 等 が 集 中 し て 堆 積 す る と ス ラ ッ ト コ ン ベ ヤ ６ の 端 部 か ら 落 下 さ せ て 排 出 す る  
際 に 、 地 面 な ど の 落 下 地 点 と の 距 離 が す ぐ に 短 く な っ て し ま い ゴ ミ や 雑 草 の 葉 な ど を 十 分  
な 量 、 排 出 す る こ と が 困 難 と な る （ １ つ の ラ イ ン の 直 下 に す べ て が 溜 ま っ て し ま う ） た め  
、 ス ラ ッ ト 中 央 付 近 の ラ イ ン 上 の み で な く 、 ス ラ ッ ト の 左 右 幅 の 全 体 に わ た っ て 分 散 さ せ  
る こ と を 狙 い と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 第 一 の シ ュ ー タ ー １ ４ に は 、 ク リ ー ニ ン グ 機 構 と し て 、 可 動 レ ー キ ３ の 爪 部 ３ １ の 数 ・  
形 状 に 対 応 し た ４ 個 の 切 欠 部 １ ４ １ が 設 け ら れ て い る 。 可 動 レ ー キ ３ の 爪 部 ３ １ で 掻 上 げ  
た ゴ ミ や 雑 草 等 を 除 塵 機 ２ の 頂 部 か ら 重 力 作 用 で 爪 部 ３ １ か ら 落 下 さ せ る の み で は 、 爪 部  
３ １ に 絡 ま っ た り 詰 ま っ た り し た ゴ ミ や 雑 草 等 は 落 下 せ ず に 残 っ て し ま う た め 、 ク リ ー ニ  
ン グ 機 構 に よ り 、 爪 部 ３ １ が 第 一 の シ ュ ー タ ー １ ４ の 切 欠 部 １ ４ １ を 通 過 す る 際 に 、 爪 部  
３ １ に 残 っ た ゴ ミ や 雑 草 等 が 、 切 欠 部 １ ４ １ と 接 触 し て 削 ぎ 落 と さ れ る よ う に し て い る 。  
な お 、 こ れ に よ り 削 ぎ 落 さ れ た ゴ ミ や 雑 草 等 も 第 一 の シ ュ ー タ ー １ ４ の 斜 面 （ 垂 直 面 で な  
く ） に 沿 っ て ス ム ー ズ に 滑 り 落 ち て ス ラ ッ ト 中 央 付 近 に 供 給 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 可 動 レ ー キ ３ の 爪 部 ３ １ が 第 一 の シ ュ ー タ ー １ ４ の 切 欠 部 １ ４ １ を 通 過 す る 際 に 、 爪 部  
３ １ に 残 っ た ゴ ミ や 雑 草 等 が 、 爪 部 ３ １ と 切 欠 部 １ ４ １ の 間 隙 に 詰 ま り 可 動 レ ー キ ３ が ス  
タ ッ ク し て し ま う お そ れ が あ る の で 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 可 動 レ ー キ ３ の 爪 部 ３ １ の 一 面  
側 に 剥 離 部 材 ３ １ １ と し て 、 例 え ば 、 棒 状 の 丸 鋼 径 （ ３ ｍ ｍ ） を 溶 接 等 に よ り 付 設 し て 、  
ゴ ミ や 雑 草 等 が 剥 が れ て 詰 ま り に く い よ う に 、 さ ら に 、 第 一 の シ ュ ー タ ー １ ４ の ク リ ー ニ  
ン グ 機 構 に よ り ゴ ミ や 雑 草 等 が 効 果 的 に 削 ぎ 落 さ れ や す い よ う に し て 、 ゴ ミ や 雑 草 等 が 残  
ら な い よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 可 動 レ ー キ ３ の 爪 部 ３ １ の 基 底 部 と 略 ９ ０ 度 の 角 度 を な す よ う に 形 成 さ れ る コ ン  
ベ ヤ へ の 取 付 板 部 ３ ２ に 関 し て も 、 爪 部 ３ １ の 基 底 部 と そ の 取 付 板 部 ３ ２ の 間 に ゴ ミ や 雑  
草 等 が 詰 ま る と 、 可 動 レ ー キ ３ の 爪 部 ３ １ が 第 一 の シ ュ ー タ ー １ ４ の 切 欠 部 １ ４ １ を 通 過  
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す る 際 に 、 可 動 レ ー キ ３ が 引 っ 掛 っ て し ま い ス タ ッ ク し て 動 か な く な っ て し ま う 要 因 を さ  
ら に 増 や し て し ま う た め 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 こ れ ら の 略 ９ ０ 度 の 角 度 を な す ２ 面 （ 爪 部  
３ １ の 基 底 部 と 取 付 板 部 ３ ２ ） 間 に 斜 め に 防 護 部 材 ３ ２ １ と し て 、 例 え ば 、 棒 状 の 丸 鋼 （  
径 ３ ｍ ｍ ） を 溶 接 等 に よ り 複 数 架 設 し て 、 ゴ ミ や 雑 草 等 が 詰 ま り に く く な る よ う に し て い  
る 。 な お 、 一 部 の 防 護 部 材 ３ ２ １ は 、 上 記 の 剥 離 部 材 ３ １ １ が 延 伸 ・ 屈 曲 す る 態 様 で あ っ  
て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 、 上 述 す る 実 施 の 形 態 は 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 の 形 態 で あ り 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱  
し な い 範 囲 内 に お い て 形 状 ・ 大 き さ ・ 比 率 等 の 種 々 の 変 更 実 施 が 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 材  
質 は ス テ ン レ ス 製 で あ っ て も よ い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 Ｒ       水 路
　 Ｓ       除 塵 シ ス テ ム
　 １       固 定 レ ー キ
　 ２       除 塵 機
　 ３       可 動 レ ー キ
　 ４       水 車
　 ５       ベ ー ス フ レ ー ム
　 ６       ス ラ ッ ト コ ン ベ ヤ
　 ７       カ ミ ア イ ク ラ ッ チ
　 ８       駆 動 チ ェ ー ン ス プ ロ ケ ッ ト
　 ９       従 動 チ ェ ー ン ス プ ロ ケ ッ ト
　 １ ０     動 力 伝 達 シ ャ フ ト
　 １ １     コ ン ベ ヤ 駆 動 ス プ ロ ケ ッ ト
　 １ ２     ベ ベ ル ギ ヤ ボ ッ ク ス
　 １ ３     無 端 チ ェ ー ン
　 １ ４     第 一 の シ ュ ー タ ー
　 １ ４ １   切 欠 部
　 １ ５     第 二 の シ ュ ー タ ー
　 ３ １     爪 部
　 ３ １ １   剥 離 部 材
　 ３ ２     取 付 板 部
　 ３ ２ １   防 護 部 材
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 4 年 1 1 月 1 0 日 ( 2 0 2 2 . 1 1 . 1 0 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 可 動 レ ー キ ３ の 爪 部 ３ １ の 基 底 部 と 略 ９ ０ 度 の 角 度 を な す よ う に 形 成 さ れ る 除 塵  
機 ２ （ 両 側 の 無 端 チ ェ ー ン １ ３ 間 ） へ の 取 付 板 部 ３ ２ に 関 し て も 、 爪 部 ３ １ の 基 底 部 と そ  
の 取 付 板 部 ３ ２ の 間 に ゴ ミ や 雑 草 等 が 詰 ま る と 、 可 動 レ ー キ ３ の 爪 部 ３ １ が 第 一 の シ ュ ー  
タ ー １ ４ の 切 欠 部 １ ４ １ を 通 過 す る 際 に 、 可 動 レ ー キ ３ が 引 っ 掛 っ て し ま い ス タ ッ ク し て  
動 か な く な っ て し ま う 要 因 を さ ら に 増 や し て し ま う た め 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 こ れ ら の 略  
９ ０ 度 の 角 度 を な す ２ 面 （ 爪 部 ３ １ の 基 底 部 と 取 付 板 部 ３ ２ ） 間 に 斜 め に 防 護 部 材 ３ ２ １  
と し て 、 例 え ば 、 棒 状 の 丸 鋼 （ 径 ３ ｍ ｍ ） を 溶 接 等 に よ り 複 数 架 設 し て 、 ゴ ミ や 雑 草 等 が  
詰 ま り に く く な る よ う に し て い る 。 な お 、 一 部 の 防 護 部 材 ３ ２ １ は 、 上 記 の 剥 離 部 材 ３ １  
１ が 延 伸 ・ 屈 曲 す る 態 様 で あ っ て も よ い 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 水 路 に 設 置 さ れ る 固 定 レ ー キ と 、 前 記 固 定 レ ー キ に 流 着 し た ゴ ミ や 雑 草 等 を 前 記 水 路 の  
水 流 に よ り 回 転 す る 水 車 の 回 転 力 で 駆 動 循 環 す る 可 動 レ ー キ で 持 ち 上 げ ス ラ ッ ト コ ン ベ ヤ  
上 に 落 下 さ せ 前 記 ス ラ ッ ト コ ン ベ ヤ に よ り 運 搬 し て 排 出 す る 除 塵 機 と を 備 え る 除 塵 シ ス テ  
ム で あ っ て 、
　 前 記 除 塵 機 の 前 記 ス ラ ッ ト コ ン ベ ヤ の ス ラ ッ ト は 、 進 行 方 向 の 一 端 側 が 起 立 し て 櫛 歯 状  
に 形 成 さ れ 、 か つ 、 異 な る 形 状 の 前 記 櫛 歯 状 に 形 成 さ れ た 前 記 ス ラ ッ ト が 交 互 に 配 置 さ れ  
、
　 前 記 ス ラ ッ ト コ ン ベ ヤ は 、 前 記 進 行 方 向 に 向 か っ て 登 り 坂 と な る 角 度 で 設 置 さ れ 、
　 前 記 除 塵 機 は 、 前 記 ス ラ ッ ト コ ン ベ ヤ 上 で あ っ て 前 記 ス ラ ッ ト コ ン ベ ヤ を 挟 む よ う に 対  
面 す る 位 置 に 第 一 の シ ュ ー タ ー お よ び 第 二 の シ ュ ー タ ー を 備 え 、
　 前 記 第 一 の シ ュ ー タ ー お よ び 前 記 第 二 の シ ュ ー タ ー の 終 端 部 は 前 記 ス ラ ッ ト 上 に 重 な る  
位 置 に あ り 、 か つ 、 前 記 第 一 の シ ュ ー タ ー お よ び 前 記 第 二 の シ ュ ー タ ー は 平 面 視 で 前 記 ス  
ラ ッ ト コ ン ベ ヤ の 進 行 方 向 に 向 か っ て 広 が る 逆 ハ の 字 状 に 設 置 さ れ 、
　 前 記 第 一 の シ ュ ー タ ー は 、 前 記 可 動 レ ー キ の 爪 部 が 通 過 す る 際 に 前 記 爪 部 に 残 っ た 前 記  
ゴ ミ や 雑 草 等 が 接 触 し て 削 ぎ 落 と さ れ る 切 欠 部 を 備 え 、
　 前 記 爪 部 は 一 面 側 に 剥 離 部 材 を 備 え 、
　 前 記 爪 部 の 基 底 部 と 該 基 底 部 と 略 ９ ０ 度 の 角 度 を な す 前 記 可 動 レ ー キ を 前 記 除 塵 機 へ 取  
り 付 け る た め の 取 付 板 部 と の 間 に 斜 め に 架 設 さ れ る 複 数 の 防 護 部 材 を 備 え る
　 除 塵 シ ス テ ム 。
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